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「苗半作」、異常気象に打ち勝つために、まずは健苗育成から 

「苗半作」という言葉は古くから使われてきましたが、近年の異常気象下では、もはや「苗八

分作」「苗九分作」と言っても過言ではないほど、育苗の重要性が増しています。健苗を育成で

きなければ、田植え直後の早期高温による「ガス害」や、急激な寒暖差による「活着不良」など、

厳しい試練が待ち構えているからです。目まぐるしく変化する気候において、ストレスに動じない

強い苗を作ることは、収穫を守るための「未来への投資」であり「最大の保険」となります。  

健苗育成の基本は、何よりも農家の皆様による日々の細やかな管理にあります。今回は、そ

の皆様の努力を力強く支え、理想の苗作りをサポートする「心強い資材」をご紹介いたします。 

「芽ぞろい」の悩みは、酸素で解決できる。 

種もみの浸種（しんしゅ）は、発芽に必要な水分を吸収させると同時に、発芽を抑制する「休

眠物質」を溶かし出す大切な工程です。 この際、2～3 日おきに水を交換したり、水槽のエアレ

ーション（ブクブク）を使ったり、種もみ袋を小さく分け、隙間を作るために板を敷いたりといった

工夫をされる方も多いでしょう。これらはすべて、種もみに酸素をまんべんなく供給するための知

恵です。 

実は、種もみが水を吸って活動を始めると、多量の酸素を必要とします。酸素が不足すると、

せっかく吸水しても発芽に向けた代謝がスムーズに進みません。  そこで、昔からお馴染みの酸

素供給剤「M・O・X」の出番です。50倍液に 12～24時間浸漬することで、種もみの深部まで酸

素を行き渡らせ、休眠打破と発芽の準備を力強く促進します。酸素が満ちることで、その後の

「芽ぞろい」に差が生まれるのです。 

ビール酵母の力が、稲の「免疫力」に差をつける。 

育苗において最も重要な要素の一つが「根張り」です。その根張りを促進する成分として、今

注目されているのがビール酵母由来の「β（ベータ）グルカン」です。 

ビール酵母の β グルカンは病原菌の細胞壁と構造が似ており、植物に「病原菌が来た！」と

擬似的に認識させる働きがあります。これにより植物本来の防御機能がスイッチオンになり、生

理活性が高まることで力強い発根が促されるのです。 

この酵母由来成分を配合した当社の「β（ベータ）フォース」には、さらに低分子フルボ酸と二

価鉄も含まれています。これらの相乗効果により、単なる発根促進にとどまらず、光合成の活性
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化、免疫力の向上、土壌病害の抑制、さらには肥料成分の可給態化（吸収効率アップ）など、

苗の健全な生育をトータルでサポートします。 

水稲育苗に使用する場合は、1,000 倍希釈を、1.5 葉期以降に 2～3 回散布するのが目安

です。液肥との混用も可能ですので、詳細な活用方法については担当営業までお気軽にお問

い合わせください。 

肥料化学品グループ 鈴木遼 

【新剤紹介】 スタウトアレスシリーズ 2 剤の比較 

① . 共通の強み：最新の殺虫成分「アレス（オキサゾスルフィル）」  

両剤ともに、住友化学が開発した最新の殺虫成分オキサゾスルフィルを配合。 

• 抵抗性ウンカに強い 

既存剤に抵抗性を持つトビイロウンカ等に対しても、圧倒的な防除効果を発揮。 

• 効果が長く続く 

播種時（覆土前）～移植当日の処理で、後半のウンカ発生まで長期間密度を抑制。 

• 広い散布適期 

播種前～移植当日まで、作業スケジュールに合わせて使用可能。 

② . 2 剤の決定的な違い（殺菌スペック） 
現場での使い分けは「紋枯病まで箱処理で終わらせるか」がポイントです！ 

製品名  スタウトアレス箱粒剤  スタウトアレスモンガレス箱粒剤  

位置づけ 標準タイプ（いもち＋ウンカ）  上位タイプ（いもち＋紋枯＋ウンカ）  

殺菌成分  イソチアニル イソチアニル ＋  インピルフルキサム 

防除ターゲット いもち病、ウンカ、チョウ目害虫等  いもち病、紋枯病、ウンカ、チョウ目等  

 おすすめの生産者  紋枯病より、いもち病とウンカ対策を重視する方。 
紋枯病の発生が多く、 
本田での追加防除を減らしたい方。 

③ . 「モンガレス」が選ばれる理由  

スタウトアレスモンガレスに配合されている「インピルフルキサム（製品名：カナメ）」は紋枯病

に対して極めて高い予防効果を持ちます。 

• 本田防除の省力化：箱処理で紋枯病を抑え込むことで、暑い時期の防除作業を軽減。 

• 確かな効果：感染後の病斑進展阻止にも優れ、安定した収量・品質確保に貢献します。 

➃. 提案の切り口（店頭での声掛け例）  

• 抵抗性害虫に不安があるなら、まずは新規成分の『アレス』が入ったこの 2 剤です！ 

• 毎年、紋枯病の防除を別途されている方には、全部入りの『モンガレス』が最も効率的

です！ 

郡山営業所 小山田 拓矢 


